
最終更新日 2024年4月5日

プログラム名
（40字以内）

団体名/所属

活動区分
国際交流体験活動;フィール
ドワーク体験活動;研究室体
験活動

希望する選考方法 書類審査後に面接

募集人数 6人 選考対象 大学院学生を含む

活動方法

参加者に求めるもの

活動期間
2024/8/12(月)〜8/18(日)
一週間

主な活動予定場所 Stanford, Silicon Valley Area

プログラム実施の目的

具体的な内容(800字程度)

【総額】参加するための
費用

【内訳】参加するための費用
(宿泊費)

【内訳】参加するための
費用(交通費)

【内訳】参加するための
費用(その他)

奨励金額(予定) 80,000円

備考

活動に関する関係資料の
ダウンロードサイト

応募団体を紹介するウェブサイト
等(団体で応募の場合)

この企画に対する担当者
(応募団体)の参加の有無

基本的に現地集合・現地解散です。

https://www.stanford.edu/

https://www.facebook.com/groups/StanfordSiliconValley/

参加する

スタンフォード大学やシリコンバレーの文化と日本の文化との違いを実感させるのを狙い、そこで得た刺激を学生の今
後の進路やキャリア設計に活かしてもらうのを目的とする。

当会のパロアルトオフィスを拠点にしてオリエンテーション、講演会、総括会等を行う。参加希望者は当会に入会し主に
現地会員との交流を図ってもらう。

シリコンバレーの中核であるスタンフォード大学を訪問する。当会関係者のいるスタンフォード線型加速器センター
(SLAC)や医学部、理学部、工学部、経済学部等の研究室は全員で訪問する予定だが、個人的に興味のある研究室に
アポを取り自由時間に行くことも推奨する。
個人では入りにくいファカルティークラブや図書館、学生達が宿泊するエスコンディードビレッジ、美術館等もめぐって世
界レベルの知的環境を味わい数多くのノーベル賞学者を輩出した雰囲気に浸る。食事は学生食堂でとる。
大学外ではグーグル(アルファベット)やフェースブック(メタ)等のキャンパスやNASAのAmes研究所、テックミュージアムな
どを巡る。希望者には現地で実際に会社を立ち上げる方法も伝授する。

実費のみ

実費　希望者にはhelpします

現地では当会の専用Vanで巡るので無料
日本、サンフランシスコ間の航空運賃は実費

特になし

B20

スタンフォード大学とシリコンバレー体験訪問

スタンフォード・シリコンバレー赤門会

オンラインを活用しつつ現地活動を行う

特になし

https://www.stanford.edu/
https://www.facebook.com/groups/StanfordSiliconValley/

